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１ 本時の授業の成果

本時の授業に取り入れた「はい・いいえカード」には，すべての生徒が意見を表明できる

という利点があることを実感しました。このカードを効果的に活用するためには，途中で意

見を変更しても構わないし，正しい答えというものはない，などと気軽に取り組める雰囲気

づくりをした上で利用することが大切だと思いました。また，「ロールレタリング」は，自

己の内面や，自己と他者との関係を深く見つめた上で考えを書かせるため，自己理解や他者

理解を深める上で効果があることが分かりました（図４）。

また，授業後の感想からは，宇都宮さんの「本当の自立は，他者の力をどれだけ借りられ

るかにかかっている」という考え方に触れ，「障害のある人の生活は，物理的な障害を取り

除き，手助けをすればよい」という最初に抱いた考えを，「共に生きる社会を実現するため

には，バリアフリー，つまり心の壁を取り除くことが最も大切である」という考えに深める

ことができたことがうかがえました。

２ 今後の課題

今回の実践では，「共に生きる」という視点を学習の中心に位置付け，他の学習や道徳の

授業と体験活動とを密接に関連付けた指導に取り組みました。それにより，体験に照らした

自分の考えを積極的に発言したり，他者への思いやりの心を言葉で表現したりすることがで

きる生徒が増えていきました。生徒は，様々な活動を通して多くのことを意識的，または無

意識的に感じたり考えたりしているものです。そこで今後は，それらの体験に関連する資料

を基に討論する活動を取り入れるなど，多様な指導方法を工夫し，単元指導計画に基づいた

道徳授業づくりを行っていくことが大切です。

成果と課題

宇都宮さんへ
私は宇都宮さんのように勇気を出して旅に出るこ

とはできません。でも，私もみんなを助けたりみん

なに助けられたりして生きていきたいと思います。

○○さん（自分）へ

あなたの今の気持ちをいろんな人に伝えてください。

そして，一人でも多くの人と助け合い，よりよい自分

を目指していってください。

宇都宮さんへ

最初は人の目を気にしたり迷惑をかけると思った

りしていたけど，宇都宮さんの生き方を知って人の

力を借りるのもいいことだと思うようになりまし

た。

○○さん（自分）へ

私の思いを理解しようとしてくれてありがとう。私

は，出会った人はみんな友達だと思っています。障害

があるなしに関係なく、みんな人の力を必要としてい

るのですよ。

実践上の留意点

「はい・いいえカード」や「ロールレタリング」は，自分の考えを言葉で表現するための有効

な手段ですが，使用する場面の設定や内容の精選など，ねらいとの関連を吟味した上で使用する

ことが大切です。「ロールレタリング」は，生徒自身の素直な心情の吐露から始まります。そこで，

生徒が本音で語り合える学級での温かい人間関係を深めておくことが大切です。

図４ 生徒が書いたロールレター（一部抜粋）
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道徳教育の一層の充実を図るために，各学校の特色や実態及び課題に即した全体計画の作成

は大変重要です。その中での道徳の時間の位置付け，また，全教師の協力によって道徳教育を

充実させていくための道徳教育推進教師の役割についても，十分に認識を深めていただきたい

と思います。これからの方向性として，大切にしたい三つの内容を次に示します。

全体計画の中軸は，学校の設定する道徳教育の基本方針です。したがって，全体計画は，こ

れを具体化する上で，学校として特に工夫し，留意すべきことは何か，各教育活動がどのよう

な役割を分担するのか，家庭や地域社会との連携をどう図っていくのかなどについて総合的に

示すものでなければなりません。

具体的な留意点として，全教師の協力・指導体制を整えること，具体的な取り組みを明確に

し，教師の意識の高揚を図ること，各学校の特色を生かして重点的な道徳教育が展開できるよ

うにすること，保護者及び地域の人々の意見を活用すること，学校間交流，関係諸機関との連

携に心がけること，計画の実施及び評価・改善のための体制を確立することなどが挙げられま

す。

豊かな体験は，生徒の内面に根ざした道徳性の育成に資するものです。これらの体験活動を

通して生徒が気付く様々な道徳的価値は，それらが持つ意味や大切さなどについて深く考える

道徳の時間を通して，より確かな道徳的実践力として定着します。

また，各教科，総合的な学習の時間及び特別活動等における道徳教育を補充，深化，統合し，

要としての役割を果たす道徳の時間の特質を踏まえ，ねらいに含まれる道徳的価値の側面から

他の教育活動との関連を把握し，事前の指導や事後の指導などを工夫することが重要です。例

えば，社会科における「身近な地域」の学習，保健体育科におけるチームワークを重視した学

習，総合的な学習の時間における異文化理解の学習との関連などにおいて，学習の時期や教材

を考慮したり，相互に連続させたりすることで，指導の効果を一層高めることができます。

道徳教育推進教師の役割として，指導計画の作成の推進役になることはもちろん，授業を実

施する上での悩みを抱える教師の相談役になったり情報提供をしたりして支援することや，道

徳の時間に関する授業研究の実施，授業の公開や情報発信などを中心になって行うことが挙げ

られます。また，教材や図書の準備，掲示物の充実，資料コーナー等の整備などの環境づくり

に関しても，全教師が分担して進められるよう呼びかけをしたり，具体的な場をつくったりす

ることなどが考えられます。

道徳の時間の指導を計画的に推進し，また，それぞれの授業を魅力的なものとして効果を上

げるためには，学校の全教師が協力しながら取り組みを進めていくことが大切です。道徳教育

推進教師が全体を掌握しながら，全教師の参画，分担，協力の下に道徳教育が円滑に推進され，

充実していくように働きかけていくことが望まれます。

これからの方向性

指 導 体 制

道徳の時間を道徳的価値を深める要とする工夫

道徳教育推進教師を中心とした指導体制の充実

他教科等との関連

道徳教育の基本方針を具現化するための留意点指 導 計 画
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